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送信日時 １０月　６日（日）　　12：40 送信者名 墨田会場

成年男子準決勝第１試合、前回王者埼玉県対広島県の試合は埼玉県4番信太のミ
ドルシュートで幕が開いた。その後は両者ともに激しいオフェンスとディフェン
スのぶつかり合いで一歩も引かず、開始10分で6対6の同点。その後、ミスが重
なった広島県に対し、６番豊田ら足を使った速い展開に持ち込み3連続得点、広
島県を突き放しにかかる。前半開始16分、４点差に開いたところで広島県がタイ
ムアウト。流れを変えたい広島県は足を使った６－０ディフェンスで相手の攻撃
をシャットアウト。７番成田、11番樋口を中心としたミドルシュートなどで着実
に得点を重ね、前半開始23分には11対11のタイに戻した。その後は王者の意地
を見せた埼玉県が4番信太らのミドルシュートで加点するも、14対１２の僅差で
埼玉県がリードで前半を終える。
リズムに乗りたい埼玉県は後半開始から３－２－１ディフェンスに変更し、高い
位置でボールを奪い、得意の速攻で得点を重ねた。しかし、広島県も豊富な運動
量で速攻を防ぎ、また１番GK志水の気迫あふれるセーブもありなかなかゴール
を割らせない。広島県は9番野村のサイドシュートなどで得点をあげ、後半12分
には20対20と試合を振り出しに戻した。その後、両者とも手に汗握る攻防が続
き、満員の会場も熱気に包まれた。先に均衡を破ったのは広島県。3番坂本の４
連続得点でついに広島県が逆転に成功。後半残り７分で25対２３の2点差とす
る。しかし、広島県の反撃もここまで。埼玉県は2番時村らの速攻で3連続得点を
含む4点をあげ、試合終了。昨年同様、埼玉県は決勝へと駒を進めた。
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